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2023年３月期通期連結業績予想の修正及び繰延税金資産の一部取り崩しに関するお知らせ 

 

 当社は、2023年２月６日に公表した2023年３月期通期の連結業績予想を下記のとおり修正いたしまし

た。また、繰延税金資産の一部取り崩しについて、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

（１）通期連結業績予想の修正 

2023年３月期通期の連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 510,000 14,000 11,500 △2,500 △45.17 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 510,000 16,000 13,000 △14,000 △252.97 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） － 2,000 1,500 △11,500  

増 減 率 （ ％ ） － 14.3 13.0 －  

（ご参考）前 期 実 績 
（2022年３月期） 445,317 11,566 10,197 5,381 97.68 

 

（２）業績予想修正の理由 

2023年３月期通期の連結業績予想数値については、売上高は概ね前回発表予想の通りとなる見込

みです。一方、損益面については、構成改善に加えて固定費削減を行ったことや国際貨物輸送の需

給逼迫の影響が改善傾向にあったことなどから、営業利益及び経常利益は前回発表予想に比べて増

加する見込みとなりますが、東芝テック単体・連結において繰延税金資産の一部取り崩しを行う見

込みであることなどから、親会社株主に帰属する当期純損失は前回発表予想に比べ悪化する見込み

です。これらを踏まえ、2023年３月期通期の連結業績予想数値を上記のとおり修正いたしました。 

なお、上記の今回修正予想に係る為替レートは、対米ドル135.11円、対ユーロ140.86円を前提と

しております。 

また、期末配当金については、2023年２月６日に公表した１株当たり20円（年間配当40円）から

変更はありません。 

 

 

 



 

 

（３）繰延税金資産の一部取り崩しについて 

東芝テック単体において、今後の業績動向等を総合的に勘案し、繰延税金資産の回収可能性につ

いて慎重に検討した結果、繰延税金資産の一部約91億35百万円の取り崩しを行う見込みです。なお、

連結決算においても上記を含め繰延税金資産の一部約114億18百万円の取り崩しを行う見込みであ

るため、（１）通期連結業績予想の修正に反映しております。 

 

 

（補足情報） 

 

セグメント別連結売上高の2023年３月期通期予想 

 
前回発表予想

（Ａ） 
今回修正予想

（Ｂ） 
増減額  

（Ｂ－Ａ） 
増減率（％） 

（ ご 参 考 ）   
前 期 実 績 

(2022年３月期) 

 百万円 百万円 百万円 
 

百万円 

リテールソリューション 287,000 297,000 10,000 3.5 266,964 

ワークプレイスソリューション 228,000 217,000 △11,000 △4.8 182,129 

消去 △5,000  △4,000  1,000 － △3,776 

連結売上高 510,000 510,000 － － 445,317 

 

 

セグメント別連結営業利益の2023年３月期通期予想 

 前回発表予想
（Ａ） 

今回修正予想
（Ｂ） 

増減額  
（Ｂ－Ａ） 

増減率（％） 
（ ご 参 考 ）   

前 期 実 績 

(2022年３月期) 

 百万円 百万円 百万円 
 

百万円 

リテールソリューション 8,000 9,000 1,000 12.5 10,609 

ワークプレイスソリューション 6,000 7,000 1,000 16.7 957 

連結営業利益 14,000 16,000 2,000 14.3 11,566 

 

※ 本資料に記載されている業績予想及び配当予想は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。

実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

― 以 上 ― 


